純粋オキシコドン注射剤（オキファスト）の登場により今後予測される治療の変化について by 高橋, 有我 et al.
第26回群馬緩和医療研究会





















成 23年 6月 1日より平成 24年 5月 31日までの期間で
当院緩和ケア病棟に入院しオキシコンチン?を内服して



































と対象患者・家族 7名.期間 :平成 24年 1月～平成 24
年 6月.倫理的配慮 :院内倫理委員会で承認され看護
師・患者・家族の承諾を頂いた.【結果・考察】 医療者
へのアンケート結果を持続皮下注射実施前後で比較する
と目的が明確となり必要物品,刺入部位,固定方法,観察
項目,留意事項などの知識や技術の理解が深まった.マ
ニュアルを使用することで医療者が手順を統一して実施
することができ安全な実施につながったという結果が示
された.また,医療者のアンケートから刺入部の固定や
ルート事故抜去予防に対する不安がきかれたため,安全
なルート管理や刺入部の固定についての改善策を立てマ
ニュアルを修正していく必要がある.患者及び家族のア
ンケートからは注射実施のイメージができ不安が緩和さ
れたという意見がみられた.トラブル無く実施されたこ
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